


榊原白鳳病院 50 151 201
トリアージ的役割を担うとともに、高度急性期・急性期病院から、回復期・慢性期
及び療養を目的とした患者を受入れ、在宅医療及び在宅ケアへとつなげる役割
を果たす。

48 151

津生協病院 50 60 39 149

高齢者を中心とした地域の軽中度の急性期や、在宅患者の急性増悪等の一
次・二次救急医療に対応した入院医療を担うとともに、サブアキュート・ポストア
キュートなど、在宅療養支援と在宅復帰支援のハブ機能、在宅復帰が困難な患
者層のターミナルケア・看取りの機能を担う。

☑救急 □小児 □周産期 □災害

(50) 60 32

岩崎病院 52 52
急性期病院、二次救急輪番病院としての役割とともに、後方支援病院として、他
施設からの早期退院患者の在宅や介護施設への受け渡しを担う。

☑救急 □小児 □周産期 □災害
(52)

若葉病院 45 45 40 130
救急医療を中心とし、急性期病棟での治療後に、回復期リハビリテーション病棟
でリハビリテーションを行い、在宅への復帰を促進するほか、療養病棟にて長期
療養者を受け入れる役割を担う。

(53) 45 32

吉田クリニック 32 48 80
主として津市北部地域の救急患者の受入と在宅患者の応急受入等を担い、地
域密着型医療を提供する。

☑救急 □小児 □周産期 □災害
35 45

第二岩崎病院 84 84
回復期リハビリテーション病床に転換し、スムーズな在宅復帰への橋渡しを行う
ことで、地域医療の後方支援としての役割を果たす。

36 48

倉本内科病院 50 50
地域の介護事業所・介護施設と連携し、在宅から終末期まで途切れのない医療
を提供するため、引き続き慢性期機能を担う。

50

幸和病院 48 48 （平成３１年１月に介護医療院へ転換） 48

井上内科病院 32 32
慢性期もしくは終末期でありながら医療継続の必要な方が入院療養する機能を
担う。

32

小渕医院 19 19
消化器内科（胃腸内科）、小児科、外科を標榜し、①病院からの早期退院患者の
在宅・介護施設への受け渡し機能、②緊急時に対応する機能、③終末期医療を
担う機能を担う。

19

ヤナセクリニック 19 19 産婦人科を標榜し、専門医療を担って病院の役割を補完する機能を担う。 19

医療法人東海眼科 19 19
眼科を標榜し、①専門医療を担って病院の役割を補完する機能、②緊急時に対
応する機能を担う。

19

ゆり形成内科整形 19 19
内科、整形外科、形成外科を標榜し、①病院からの早期退院患者の在宅・介護
施設への受け渡し機能、②緊急時に対応する機能、③在宅医療の拠点としての
機能を担う。

19

セントローズクリニック 19 19 産婦人科を標榜し、専門医療を担って病院の役割を補完する機能を担う。 19

ながたレディースクリ
ニック

12 12
産婦人科を標榜し、①専門医療を担って病院の役割を補完する機能、②緊急時
に対応する機能を担う。

12

千里クリニック 19 19
内科を標榜し、①病院からの早期退院患者の在宅・介護施設への受け渡し機
能、②緊急時に対応する機能、③在宅医療の拠点としての機能、④終末期医療
を担う機能を担う。

19

いたみ眼科 2 2
（過去１年間に入院患者を収容しておらず、６年後も休棟中等であり、今後の運
用見通しについて、「看護師の確保ができたら」としていることから、病床維持の
必要性について確認が必要）

イタミ内科・整形外科 4 4
（過去１年間に入院患者を収容しておらず、６年後も休棟中等であり、今後の運
用見通しについて提出がないことから、病床維持の必要性について確認が必
要）



医療法人 赤塚クリ
ニック

19 19
（過去１年間に入院患者を収容しておらず、６年後も休棟中等であり、今後の運
用見通しについて、「職員の確保等の課題が解決するまで、休床予定」としてい
ることから、病床維持の必要性について確認が必要）

計 452 1,674 491 786 104 3,507 計 388 1,358 525 381 685 96
（計）

2025年の病床数の必要量 314 934 727 2,856
将来の病床の必要量（医療需要のピークを勘案） 311 938 758 2,915

将来の病床数の必要量と2025年に向けた医療機能ごとの病床数との差 77 420 -73 422
協議を継続することとした病床数 388 1,358 0 0 0 1,746

※医療型障害児入所施設及び障がい者の療養介護を行う施
設を除く 881

908
-2


